
付録１  ２進数と 16 進数 

 
（１）『２進数』とは？ ～『10 進数』と比較して～ 

※Binary で確認してみよう 
『10 進数』 101 100 ← 重み → 23 22 21 20 『２進数』 

（ ０ ０ ）10 ＝ （００００）２ 

（ ０ １ ）10 ＝ （０００１）２ 

（ ０ ２ ）10 ＝ （００１０）２ 

（ ０ ３ ）10 ＝ （００１１）２ 

（ ０ ４ ）10 ＝ （０１００）２ 

（ ０ ５ ）10 ＝ （０１０１）２ 

（ ０ ６ ）10 ＝ （０１１０）２ 

（ ０ ７ ）10 ＝ （０１１１）２ 

（ ０ ８ ）10 ＝ （１０００）２ 

（ ０ ９ ）10 ＝ （１００１）２ 

（ １ ０ ）10 ＝ （１０１０）２ 

（ １ １ ）10 ＝ （１０１１）２ 

（ １ ２ ）10 ＝ （１１００）２ 

（ １ ３ ）10 ＝ （１１０１）２ 

（ １ ４ ）10 ＝ （１１１０）２ 

10 倍すると， 

桁上がり 

する。 

（ １ ５ ）10 ＝ （１１１１）２ 

２倍すると， 

桁上がり 

する。 

 

○『10 進数』とは， ・・・・ 10 倍すると，桁上がりする。 

 100 の桁は，［０］～［９］が，100 （＝１）個ずつ並ぶ。 

 101 の桁は，［０］～［９］が，101 （＝10）個ずつ並ぶ。 

○『２進数』とは， ・・・・ ２倍すると，桁上がりする。 

 20 の桁は，［０］～［１］が，20 （＝１）個ずつ並ぶ。 

 21 の桁は，［０］～［１］が，21 （＝２）個ずつ並ぶ。 

 22 の桁は，［０］～［１］が，22 （＝４）個ずつ並ぶ。 

 23 の桁は，［０］～［１］が，23 （＝８）個ずつ並ぶ。 

 

◎『ｎ進数』とは， ・・・・ ｎ倍すると，桁上がりする。 

ｎ0 の桁は，［０］～［ｎ］が，ｎ0（＝１）個ずつ並ぶ。 

ｎ1 の桁は，［０］～［ｎ］が，ｎ1（＝ｎ）個ずつ並ぶ。 

※このｎを，基数（BASE）という。 



（２）『16 進数』とは？ ～『２進数』と比較して～ 

※Binary で確認してみよう 
『16 進数』 161 160 ← 重み → 23 22 21 20 『２進数』 

（ ０ ０ ）16 ＝ （００００）２ 

（ ０ １ ）16 ＝ （０００１）２ 

（ ０ ２ ）16 ＝ （００１０）２ 

（ ０ ３ ）16 ＝ （００１１）２ 

（ ０ ４ ）16 ＝ （０１００）２ 

（ ０ ５ ）16 ＝ （０１０１）２ 

（ ０ ６ ）16 ＝ （０１１０）２ 

（ ０ ７ ）16 ＝ （０１１１）２ 

（ ０ ８ ）16 ＝ （１０００）２ 

（ ０ ９ ）16 ＝ （１００１）２ 

（ ０ Ａ ）16 ＝ （１０１０）２ 

（ ０ Ｂ ）16 ＝ （１０１１）２ 

（ ０ Ｃ ）16 ＝ （１１００）２ 

（ ０ Ｄ ）16 ＝ （１１０１）２ 

（ ０ Ｅ ）16 ＝ （１１１０）２ 

16 倍すると， 

桁上がり 

する。 

（ ０ Ｆ ）16 ＝ （１１１１）２ 

２倍すると， 

桁上がり 

する。 

 

○『16 進数』とは， ・・・・ 16 倍すると，桁上がりする。 

 160 の桁は，［０］～［Ｆ］が，160 （＝１）個ずつ並ぶ。 

 161 の桁は，［０］～［Ｆ］が，161 （＝16）個ずつ並ぶ。 

 

 

（３）電子回路（論理回路）で，『16 進数』がよく使われるのは，なぜ？ 

 

◎電子回路（論理回路）では，電圧の高い状態を〔１〕，電圧の低い状態を〔０〕 

として，『２進数』で表します。しかし，『２進数』は桁が大きくなりやすい 

ため，下図のように，『16 進数』を用いて表すことが多いのです。 

（例）電子回路（論理回路）の中のデジタル信号 

 

 

（１１００ ００１１）２ ＝（Ｃ３）16 

Ｃ    ３ 

※「16 進数の１桁」は，「２進数の４桁」を表している。 



付録２ 論理回路（ＡＮＤ回路，ＯＲ回路，ＮＯＴ回路） 

 

（１）ＡＮＤ回路（ダイオードで作るＡＮＤ回路） ※Logic で確認してみよう 

 

【真理値表】 

【論理記号】   【論理式】 

 

 

 

 

 

 

※実際の回路では，〔０〕は〔アース＝０ｖ〕であり，〔１〕は〔電源＝５ｖ〕である。 

 上記の真理値表を回路図で表すと，以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 出力 

Ａ Ｂ Ｆ 

０ ０ ０ 

０ １ ０ 

１ ０ ０ 

１ １ １ 



（２）ＯＲ回路（ダイオードで作るＯＲ回路） ※Logic で確認してみよう 

 

【真理値表】 

【論理記号】   【論理式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実際の回路では，〔０〕は〔アース＝０ｖ〕であり，〔１〕は〔電源＝５ｖ〕である。 

 上記の真理値表を回路図で表すと，以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 出力 

Ａ Ｂ Ｆ 

０ ０ ０ 

０ １ １ 

１ ０ １ 

１ １ １ 



（３）ＮＯＴ回路（トランジスタで作るＮＯＴ回路） ※Logic で確認してみよう 

 

 

【真理値表】 

【論理回路】           【論理式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実際の回路では，〔０〕は〔アース＝０ｖ〕であり，〔１〕は〔電源＝５ｖ〕である。 

 上記の真理値表を回路図で表すと，以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 出力 

Ａ Ｆ 

０ １ 

１ ０ 


